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1997年7月

『第5回　　平和のための戦争展』
－御報告とお礼－

平和のための戦争展実行委員会

言い日が模いておりますが、皆様におかれましては益々御健勝の

土ととお喜び申し上げます。

去る6月14日・15日、『第5回平和のための戦争展』は、

両日共に天候にも恵まれ、多勢の方々の御来場をいただき成功裡に

終わることができました〇

これもひとえに卸賛同下さいました皆様方のお力添えの賜物と心

より御礼申し上げます。

さて、『海軍蟹ヶ谷通信隊地下壕』については、ごく最近、住民

の熱意ある働きかけと川崎市の御理解をいただき、保存されること

に決定致しました。

また、『陸軍登声研究所』（現明治大学生田校舎敷地内）につい

ては、明治大学人文科学研究所による3ヶ年研究計画の最終年度が

今年度にあたり、実態解明が大いに期待されるところですO

そこで、私達は、『海軍連合艦隊司令部・艦政本部地下壕（日吉

台地下壕）』も含めて、過去の戦争の事実を伝えるための大事な証

拠として、形ある教材として、重要な戦争遺跡の保存を強く訴える

活動をこれからも進めてまいりたいと思いますO

これからも、御支援・御協力のほど、どうぞよろしくお願い申し

上げますO
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『
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
結
成
を
喜
ぶ

幹
事
　
　
酒
井
　
啓

七
月
二
一
日
、
長
野
県
松
代
に

お
い
て
、
戦
争
遺
跡
保
存
に
関
し

て
画
期
的
な
　
『
戦
争
遺
跡
保
存
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
　
が
緒
成
さ
れ

た
。こ

の
組
織
の
活
動
は
、
近
現
代

史
に
お
け
る
戦
争
実
相
の
調
査
研

究
や
戦
争
遺
跡
の
史
跡
・
文
化
財

と
し
て
の
保
存
を
目
的
に
、
①
関

係
機
関
に
対
す
る
要
請
、
②
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
、
。
③
会
報

・
研
究
誌
な
ど
の
発
行
い
　
④
そ
の

他
を
行
う
こ
と
が
規
約
に
紀
さ
れ

て
い
る
。

近
現
代
遺
跡
の
調
査
・
保
存
に

影
響
力
の
あ
る
組
織
と
し
．
て
は
、

す
で
に
　
『
産
業
考
古
学
会
㎞
　
が
一

九
七
七
年
に
設
立
さ
れ
、
実
績
を

あ
げ
て
い
る
。
　
喝
戦
跡
保
存
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』
　
も
）
こ
れ
に
匹
敵
す

る
．
実
力
を
付
け
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
〇

月
戦
跡
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

結
成
に
先
立
っ
て
、
『
戦
争
遺
跡

保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
　
と
第

一
つ
第
三
分
科
会
が
行
わ
れ
た
O

司
シ
ン
ポ
ジ
ウ
土
　
で
は
、
広

島
・
沖
縄
・
神
奈
川
．
京
都
・
松

代
．
中
国
黒
籠
江
省
　
（
虎
頭
要
塞
）

の
各
地
域
に
お
け
る
戦
争
遺
跡
の

保
存
状
況
が
報
告
さ
れ
た
O

司
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
　
で
の
驚
き

は
、
あ
る
程
度
予
刺
は
し
て
い
た

が
、
戦
争
遺
跡
の
数
の
す
さ
ま
じ

さ
で
あ
る
。
。
今
後
の
研
究
調
査
と

保
存
の
困
難
さ
が
日
に
見
え
る
よ

う
だ
が
、
学
衛
研
究
の
超
巨
大
な

鉱
脈
が
広
が
っ
l
て
い
る
と
も
い
え

る
。ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
遺
跡
は
、

日
本
国
外
に
も
、
北
ア
ジ
ア
・
東

ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
．
南
ア
ジ

ア
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
メ
ラ
ネ
シ

ア
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
非
常
に
広
大
な
地
域

に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
全
部

を
詳
細
に
調
査
す
る
の
は
、
少
な

く
と
も
．
四
〇
～
五
〇
年
は
か
か
る

の
で
は
な
い
か
。

1
方
、
分
科
会
で
確
認
さ
れ
た

こ
と
の
―
　
つ
は
、
戦
争
遺
跡
に
関

す
る
、
本
格
的
な
学
術
調
査
の
必

要
性
で
あ
る
。
学
術
調
査
と
は
、

主
に
、
文
献
史
学
　
（
狭
義
の
歴
史

学
）
・
考
古
学
・
土
木
工
学
史
的

調
査
な
ど
で
あ
る
。
分
科
会
報
告

会
で
は
、
特
に
考
古
学
的
調
査
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
〇

学
術
調
査
は
、
戦
争
遺
跡
の
保

存
価
値
に
つ
い
て
の
有
効
な
説
得

論
理
．
説
得
材
料
を
提
供
す
る
だ

ろ
う
〇
　
従
っ
て
、
プ
ロ
．
ア
マ
チ

ェ
ア
研
究
者
の
今
後
の
活
躍
が
非

常
に
期
待
さ
れ
て
い
る
O

と
こ
ろ
で
、
学
術
調
査
と
保
存

運
動
（
）
般
市
民
主
体
に
よ
る
も

の
．
）
　
と
は
領
域
を
異
に
し
、
互
い

に
独
立
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
術

調
査
は
ど
こ
ま
で
も
学
術
調
査
と

し
て
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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も
の
で
あ
り
、
保
存
運
動
は
ま
た

保
存
運
動
と
し
て
そ
の
発
展
を
期

待
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
術

調
査
と
保
存
運
動
は
、
や
り
方
に

よ
っ
て
は
、
十
分
に
両
立
し
う
る

1だ
ろ
う
。
学
術
調
査
と
保
存
運
動

と
が
、
戦
跡
保
存
に
向
け
て
、
車

の
両
輪
の
ご
と
き
協
力
∴
補
完
を

行
う
に
は
、
当
事
者
が
互
い
の
仕

事
を
よ
く
知
る
必
要
が
あ
る
。
少

な
く
と
も
、
研
究
者
に
よ
る
一
般

市
民
へ
の
卒
業
論
文
指
導
に
匹
敵

す
る
よ
う
な
啓
発
（
こ
れ
は
大
変

だ
）
と
、
一
般
市
民
の
自
力
に
よ

る
学
術
的
教
養
の
強
化
（
こ
れ
も

か
な
り
の
努
力
が
い
る
）
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
O

長
野
市
松
代
町
で
七
月
二
〇
～

二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
戦
争
遺

跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
、

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
よ
り
参

加
の
三
名
の
う
ち
の
一
人
と
し
て

出
席
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
地
で
活
動
し
て
い

る
保
存
運
動
の
市
民
団
体
や
、
グ

ル
ー
プ
の
代
表
の
方
々
と
出
会
い
、

お
互
い
の
情
報
交
換
、
平
和
へ
の

願
い
を
語
り
、
学
び
あ
っ
て
き
ま

し
た
。全
国
か
ら
二
二
団
体
を
迎
え
い

れ
た
「
松
代
大
本
営
の
保
存
を
す

す
め
る
会
」
の
方
々
の
生
き
生
き

と
し
た
様
く
美
顔
が
、
今
で
も
私

の
ま
ぶ
た
に
壌
き
つ
い
て
お
り
ま

す
合
松
代
の
方
た
ち
は
本
当
に
よ

く
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
な
と
頚
の

下
が
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

交
流
会
で
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

は
、
全
国
か
ら
の
遠
路
の
疲
れ
も

と
れ
て
、
み
ん
な
が
仲
間
と
し
て

心
か
よ
い
合
せ
る
こ
と
が
で
き
た

素
晴
ら
し
い
晩
に
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
三
分
科
会
が
開
催
さ

れ
た
の
で
、
三
人
が
別
々
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
松
代
公

民
館
で
開
か
れ
た
第
二
分
科
会

「
調
査
の
方
法
と
保
存
整
備
の
技

術
」
　
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
菊
池

実
氏
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
各
地

の
報
告
を
聞
き
、
自
分
で
も
日
吉

台
地
下
壕
の
現
状
を
報
告
し
て
実

感
し
た
の
は
、
日
吉
台
は
如
心
に

近
く
、
交
通
の
便
な
ど
足
場
が
よ

い
こ
と
、
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
も
大

き
く
、
と
き
ど
き
取
り
上
げ
ら
れ

報
道
さ
れ
る
な
ど
、
よ
そ
に
比
べ

て
条
件
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

分
科
会
も
無
事
に
終
わ
り
、
最

後
の
挨
拶
で
沖
報
の
「
南
風
原
陸

軍
病
院
壕
群
保
存
の
会
」
代
表
の

方
は
「
来
年
は
、
沖
餞
で
み
な
さ

ん
と
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
」
と

結
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
大
き
な

拍
手
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
は
全
国

に
仲
間
が
い
る
の
だ
、
出
来
た
の

だ
と
思
い
、
共
に
一
歩
一
歩
や
っ

て
い
こ
う
と
考
え
を
新
た
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

松
代
の
会
員
の
方
々
は
、
今
ご

ろ
大
役
を
は
た
さ
れ
ホ
ッ
と
さ
れ

て
い
る
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
お
疲
れ
嫌
で
し
た
！
！

そ
れ
に
し
て
も
新
幹
線
開
業
の

た
め
か
善
光
寺
の
形
を
し
た
お
も

む
き
の
あ
っ
た
長
野
駅
舎
が
と
り

こ
わ
さ
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な

思
い
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
O

こ
れ
は
県
外
人
間
の
感
傷
で
し
ょ

う
か
！
　
ど
こ
に
で
も
あ
る
駅
ビ

ル
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

「
政
争
遺
跡
保
存
全
国

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に

参
加
し
て

幹
事
　
壱
岐
　
尚
子
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
2
1

空
襲

★
A
1
氏
・
宮
前

昭
二
〇
年
四
月
四
日
に
空
襲
を

受
け
た
。
最
初
、
焼
夷
弾
が
落
ち

た
。
当
時
、
藁
葺
屋
根
で
あ
っ
た

の
で
燃
え
易
か
っ
た
。
父
母
達
は

井
戸
か
ら
つ
る
べ
で
水
を
汲
ん
で

消
火
に
当
っ
て
い
た
。

一
段
落
し
て
、
朝
方
井
戸
の
ま

わ
り
で
休
ん
で
い
た
時
、
突
然
二

五
〇
キ
ロ
爆
弾
が
落
ち
、
叔
母
二

人
と
母
が
亡
く
な
っ
た
。
ま
た
、

当
時
醤
油
を
醸
造
し
て
い
た
が
、

従
業
員
の
若
い
衆
が
、
落
ち
て
き

た
庇
の
下
敷
に
な
っ
て
亡
く
な
っ

た
。
姉
が
一
人
だ
け
助
っ
た
が
、

姉
も
大
腿
部
に
爆
弾
の
破
片
が
入

る
傷
を
受
け
た
。
こ
の
破
片
は
二

～
三
年
後
取
り
出
し
た
。
自
分
は

ま
だ
八
才
と
小
さ
か
っ
た
の
で
、

家
で
掘
っ
た
防
空
壕
に
入
っ
て
い

て
助
か
っ
た
。

こ
の
時
、
落
ち
た
二
五
〇
キ
ロ

爆
弾
は
二
発
で
、
二
発
が
炸
裂

し
、
九
発
は
不
発
だ
っ
た
。
不
発

が
多
い
の
は
命
中
率
を
あ
げ
よ
う

と
低
空
か
ら
落
と
し
た
た
め
と
い

わ
れ
る
。
不
発
弾
の
う
ち
八
発
は

掘
り
出
さ
れ
た
が
、
一
発
は
行
方

が
分
ら
ず
、
ま
だ
地
下
に
埋
っ
た

ま
ま
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
爆
弾

攻
撃
は
寄
宿
舎
に
あ
っ
た
連
合
艦

隊
司
令
部
目
が
け
て
落
と
し
た
も

の
が
そ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
月
一
五
日
の
横
浜
大
空
襲
の

時
に
は
、
山
根
（
山
ぎ
わ
）
に
沿

っ
た
農
家
が
殆
ど
焼
か
れ
た
。
井

上
さ
ん
は
家
も
焼
か
れ
、
奥
さ
ん

の
お
じ
い
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。

空
襲
に
な
る
と
家
具
を
外
に
出
し

ト
タ
ン
を
被
せ
た
。
米
軍
は
最
初

ガ
ソ
リ
ン
を
撒
い
て
か
ら
焼
夷
弾

を
落
と
し
た
。
地
下
壕
の
入
口
の

あ
る
山
根
に
沿
っ
た
家
が
焼
か
れ

た
の
は
、
こ
こ
に
軍
の
地
下
壕
が

あ
る
こ
と
が
分
っ
て
い
た
か
ら
で

は
な
い
か
？
　
空
襲
は
そ
の
後
も

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
あ
っ
て
何
回
も
や

ら
れ
た
。

★
K
1
氏
・
箕
輪

昭
和
二
〇
年
四
月
四
日
、
一
五

～
一
六
日
、
五
月
二
四
日
の
三
回

が
、
空
襲
の
中
で
も
大
き
く
、
箕

輪
二
三
軒
、
宮
前
二
〇
数
軒
が
焼

け
た
。
我
が
家
も
大
聖
院
へ
箕
輪

町
の
お
寺
）
と
同
じ
時
に
焼
け
た
。

当
時
海
軍
に
強
制
的
に
買
上
げ
ら

れ
た
貸
家
が
三
軒
あ
っ
た
が
、
一

軒
焼
け
た
。
日
吉
の
駅
前
は
余
り

焼
け
な
か
っ
た
。

家
も
リ
ヤ
カ
ー
も
す
べ
て
焼
け

た
が
、
政
府
か
ら
預
っ
て
い
た
管

理
米
九
俵
は
守
っ
た
。
戦
後
町
内

会
長
を
し
て
い
た
安
斉
清
氏
が
、

精
米
し
て
罹
災
者
に
配
っ
た
。
黙

っ
て
や
っ
た
た
め
、
氏
は
警
察
に

一
〇
日
間
留
置
さ
れ
た
。

空
襲
の
時
、
兵
隊
は
安
全
な
地

下
壕
に
避
難
し
た
が
、
民
間
人
は

入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
爆
撃
機

B
2
9
は
西
の
静
岡
方
面
か
ら
飛
ん

で
き
た
。
矢
上
小
学
校
の
西
側
に

高
射
砲
陣
地
が
あ
っ
た
。

★
M
氏
・
日
吉
本
町

空
襲
で
焼
け
た
家
は
、
日
吉
本

町
で
は
八
軒
で
一
人
亡
く
な
っ
た
。

爆
撃
は
占
領
政
策
も
考
え
て
や
っ

て
い
た
よ
う
で
、
毒
ガ
ス
を
作
っ

て
い
た
昭
和
電
工
が
や
ら
れ
、
日

産
は
や
ら
れ
な
か
っ
た
。

戦
後
、
米
軍
が
日
産
に
進
駐
し
、

自
動
車
の
修
理
を
し
て
い
た
。

★
金
子
善
一
氏
・
元
連
合
艦
隊
司

令
長
官
付
の
従
兵

日
吉
に
移
っ
て
間
も
な
い
昭
和

一
九
年
一
〇
月
頃
、
グ
ラ
マ
ン
の

銃
撃
を
受
け
た
。

横
浜
大
空
襲
の
時
は
、
夜
B
2
9

か
ら
焼
夷
弾
が
落
ち
、
壁
や
床
に

当
っ
て
燃
え
は
じ
め
、
毛
布
で
消

止
め
た
。

寄
宿
舎
の
連
合
艦
隊
司
令
部
を
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目
が
け
て
二
五
〇
キ
ロ
爆
弾
を
落

と
さ
れ
、
民
家
に
当
り
何
人
か
亡

く
な
っ
た
。
矢
上
台
に
あ
っ
た
陸

軍
の
高
射
砲
陣
地
か
ら
撃
っ
て
い

る
の
を
見
た
が
、
飛
行
機
ま
で
弾

が
上
が
ら
ず
、
爆
発
し
て
破
片
が

バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て
き
た
。

空
襲
の
時
は
長
官
の
軍
刀
や
掛

軸
な
ど
を
持
っ
て
、
地
下
壕
の
階

段
を
降
り
た
り
昇
っ
た
り
し
た
。

★
A
氏
・
宮
前

昭
和
二
〇
年
四
月
、
千
葉
の
勝

浦
に
移
っ
た
。
海
上
の
見
張
り
を

し
て
い
て
、
艦
砲
射
撃
や
空
襲
を

受
け
た
。
こ
の
頃
、
家
が
戦
災
に

あ
い
、
隊
長
か
ら
「
家
が
燃
え
、

心
配
だ
ろ
う
な
」
と
声
を
か
け
ら

れ
た
。
「
心
配
あ
り
ま
せ
ん
」
と

答
え
た
が
「
一
週
間
行
っ
て
こ
い
」

と
言
わ
れ
、
家
に
帰
っ
た
。
宮
前

の
四
八
軒
の
う
ち
二
六
軒
が
や
ら

れ
て
い
た
。
家
に
は
焼
夷
弾
が
束

に
な
っ
て
落
ち
て
き
た
と
い
う
。

日
吉
に
海
軍
が
来
た
た
め
、
空
襲

を
受
け
た
わ
け
で
あ
る
。
家
族
は

バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
て
住
ん
で
い
た
。

★
菅
谷
源
作
氏
・
元
連
合
艦
隊
司

令
部
電
気
長

昭
和
二
〇
年
四
月
四
日
の
大
空

襲
で
、
木
造
二
階
建
て
の
機
関
科

の
宿
舎
が
焼
け
、
藤
原
と
い
う
部

下
が
亡
く
な
っ
た
。
焼
夷
弾
の
直

撃
を
足
に
受
け
、
歩
け
な
く
な
っ

た
の
で
、
2
階
か
ら
飛
ん
で
死
亡

し
た
の
で
あ
っ
た
。
機
関
科
の
五

～
六
人
で
近
く
の
保
福
禅
寺
に
て

供
養
し
た
。

★
斎
藤
君
子
氏
・
元
海
軍
軍
令
部

第
三
部
理
事
生

空
襲
警
報
が
な
る
と
地
下
壕
に

入
っ
た
。
最
初
は
校
舎
の
近
く
の

壕
に
入
っ
た
。
後
に
な
る
と
ず
っ

と
離
れ
た
通
称
イ
タ
リ
ア
半
島
の

地
下
壕
に
入
っ
た
。
数
回
入
っ
た
。

地
下
壕
の
中
は
広
く
は
な
く
、
素

掘
り
で
水
が
し
た
た
り
落
ち
、
湿

気
が
多
か
っ
た
。
奥
へ
は
入
れ
な

か
っ
た
。
重
要
書
類
を
持
っ
て
入

っ
た
こ
と
も
あ
る
。

★
久
保
寺
重
夫
氏
・
日
吉
本
町
・

元
東
京
警
備
隊
第
七
分
隊

昭
和
二
〇
年
五
月
二
四
日
の
空

襲
で
日
吉
本
町
が
焼
け
、
我
が
家

も
焼
失
し
た
。
藤
原
工
大
の
校
舎

が
良
く
燃
え
て
い
る
の
を
見
た
。

焼
夷
弾
が
肩
に
当
っ
て
死
ん
だ
兵

士
が
い
た
。
高
校
校
舎
の
屋
上
を

グ
ラ
マ
ン
艦
載
機
が
攻
撃
し
て
い

っ
た
が
、
そ
の
機
銃
掃
射
の
跡
が

残
っ
て
い
た
。
屋
上
に
は
機
関
砲

が
備
え
ら
れ
て
い
て
、
応
戦
し
て

い
た
。B
2
9
が
羽
田
沖
方
面
に
落
ち
て

い
き
、
米
兵
が
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で

現
日
吉
の
中
央
通
り
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
前
附
近
に
降
り
、
捕
虜
に

な
っ
た
。
テ
ニ
ア
ン
航
空
隊
の
B

2
9
の
右
翼
機
銃
員
で
あ
つ
た
。
土

地
の
人
に
ト
ビ
ロ
で
な
ぐ
ら
れ
、

額
か
ら
血
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
東
京
警
備
隊
が
保
護
し
、
坪
井

隊
長
と
軍
令
部
の
人
が
尋
問
し
た
。

そ
の
後
、
大
船
の
捕
虜
収
容
所
に

連
れ
て
い
か
れ
た
。

★
千
葉
朝
夫
氏
・
元
海
軍
省
経
理

局
第
三
課

空
襲
の
時
は
校
内
放
送
が
あ
り

近
く
の
防
空
壕
に
入
っ
た
。
私
は

防
空
指
揮
官
で
あ
っ
た
。
防
空
壕

は
高
さ
二
m
、
幅
二
m
位
で
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
所
や
素
掘
り
の
所

が
あ
っ
た
。

昭
和
二
〇
年
五
月
頃
、
高
校
の

前
で
皆
に
話
を
し
て
い
て
、
グ
ラ

マ
ン
に
撃
た
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

グ
ラ
マ
ン
は
田
園
に
落
と
さ
れ
、

乗
っ
て
い
た
兵
士
は
捕
虜
に
さ
れ

て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
の

顔
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
目
隠
し

を
さ
れ
て
い
た
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
四

六
、
四
九
、
五
〇
、
五
三
号
よ
り

抜
粋
転
載
）
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川
崎
・
横
浜
平
和
の

た

め

の

戦

争

展

　

9

7

感
想
文
集

＊
従
姉
が
戦
時
中
動
員
で
日
吉
の

連
合
艦
隊
司
令
部
に
書
記
生
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
と
昭
和
二
五
年

頃
に
聞
い
た
。
自
分
も
学
徒
軍
属

と
し
て
華
北
に
動
員
さ
れ
て
お
り
、

内
地
で
の
敗
戦
の
様
相
は
知
ら
ぬ

が
、
海
軍
が
陸
に
上
が
る
と
い
う

状
況
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
思
え
ば

愚
か
な
戦
争
を
し
た
も
の
だ
。
犠

牲
者
の
無
念
さ
は
何
と
も
言
い
難

い
。
無
戦
の
誓
い
、
平
和
希
求
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
下
壕
の
保
存

を
望
み
た
い
。
城
法
谷
の
蟹
ヶ
谷

地
下
壕
に
つ
い
て
も
同
じ
。

（
七
〇
代
男
）

＊
学
校
で
お
し
え
て
も
ら
っ
た
の

で
来
た
。
み
ん
な
で
か
い
ち
ゅ
う

で
ん
と
う
を
け
し
て
、
い
の
っ
た

と
き
、
こ
わ
か
っ
た
〇
も
っ
と
お

く
ま
で
入
れ
た
ら
い
い
と
思
う
。

（
小
三
女
）

＊
城
法
谷
の
運
動
に
参
加
し
て
、

日
吉
台
地
下
壕
の
こ
と
を
も
っ
と

く
わ
し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
川
崎
に
生
れ
育
ち
ま
し
た
が
、

あ
の
戦
争
中
、
こ
れ
程
の
も
の
を

作
っ
た
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

暗
闇
の
中
で
、
朝
鮮
人
の
流
し
た

汗
と
血
、
こ
こ
か
ら
の
発
信
で
死

ん
で
い
っ
た
日
本
の
若
者
の
こ
と

を
思
い
、
胸
が
痛
ぐ
な
り
ま
し
た
。

子
や
孫
に
、
保
存
と
、
戦
争
を
許

さ
な
い
勇
気
を
、
平
和
な
日
本
を

つ
く
る
力
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。
。
エ
バ
O
代
女
）

＊
上
原
真
司
氏
の
遺
品
、
遺
書
の

展
示
は
圧
巻
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を

訴
え
る
写
真
等
の
展
示
が
欲
し
い
。

「
特
攻
」
の
解
説
は
簡
潔
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
多
く
の
方
に
読
ん

で
も
ら
い
た
い
。
（
六
〇
代
男
）

＊
こ
の
前
見
学
し
た
日
吉
台
や
蟹

ヶ
谷
の
地
下
壕
の
こ
と
を
く
わ
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
登

戸
研
究
所
に
関
す
る
こ
と
が
色
々

展
示
さ
れ
て
い
た
の
で
よ
か
っ
た
。

二
〇
代
男
）

＊
私
は
一
九
才
で
兵
隊
に
な
り
中

国
に
征
き
ま
）
し
た
。
た
だ
し
一
発

も
撃
た
ず
に
終
戦
で
し
た
。
上
司

か
ら
「
お
前
ら
は
、
疎
開
に
来
た

ん
だ
な
し
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
よ
り
ご
苦
労
さ
れ
た
方
が
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
知
り
、
涙
が

出
ま
し
た
。
今
で
も
争
っ
て
い
る

国
が
あ
り
ま
す
が
、
早
く
終
わ
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
二

度
と
戦
争
を
し
な
い
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
（
七
〇
代
男
）

＊
今
日
は
じ
め
て
、
日
吉
台
、
蟹

ヶ
谷
、
登
戸
の
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
戦
争
に
関
す
る
事
実
を
一
つ

ひ
と
つ
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

日
本
軍
が
ど
こ
で
、
何
を
や
っ
た

の
か
、
当
時
の
国
民
は
事
実
を
知

ら
さ
れ
ず
、
現
在
の
私
た
ち
も
戦

争
が
あ
っ
た
歴
史
的
な
こ
と
だ
け

は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
が
、
そ
の

中
身
は
知
ら
な
い
で
い
ま
す
。

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
た
く
な
い

と
平
和
を
願
う
気
持
ち
は
沢
山
持

っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
や
は
り
事
実
を
し
っ

か
り
見
た
り
、
学
ぶ
こ
と
が
大
切

だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

特
攻
隊
の
資
料
も
テ
レ
ビ
で
見
る

の
と
違
っ
て
陶
が
痛
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
（
四
〇
代
女
）

＊
終
戦
時
、
私
は
小
学
二
～
三
年

で
、
学
童
疎
開
で
宮
城
県
に
い
ま

し
た
〇
父
は
遠
く
南
方
戦
線
で
厳

し
い
環
境
下
に
あ
り
、
母
と
弟
は

見
知
ら
ぬ
秋
田
県
に
疎
開
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
姿
は
全
く
な
い
世
界
で

し
た
が
、
今
日
そ
れ
ら
を
更
に
越

え
た
姿
を
拝
見
し
ま
し
た
。

戦
争
は
決
っ
し
て
し
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
と
同
時
に
人
間
の
欲
が
、

感
情
が
こ
う
ま
で
気
を
狂
わ
す
も

の
か
と
恐
ろ
し
い
感
情
で
一
杯
で

す
。
ど
う
か
こ
う
し
た
展
示
会
を

続
行
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
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せ
ん
。
（
六
O
代
男
）

＊
こ
ん
な
近
く
で
、
こ
の
よ
う
な
。
”

奉
が
あ
っ
た
の
に
、
私
た
ち
の
年

代
で
は
本
当
の
こ
と
が
知
ら
さ
れ
―

て
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
の
説
明

で
良
く
解
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
年
配
の
音
は
「
こ
の
よ

う
な
こ
と
慮
忘
れ
て
し
ま
い
た
い
」

と
話
さ
な
い
の
で
、
展
示
は
も
っ

と
も
っ
と
何
回
も
や
っ
て
大
勢
の

人
に
見
せ
て
欲
し
い
で
す
。
で
な

け
れ
ば
本
当
の
平
和
は
遠
い
も
の

と
な
り
ま
す
。

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
若
い
人
に
語

っ
て
い
き
ま
す
。
二
ハ
○
代
女
）

幹

事

会

報

告

第

三

回

八
月
一
〇
日
午
後
一
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
―

望
口
一
、
六
月
一
四
～
一
五
日
川
崎
横

浜
平
和
の
た
め
の
戦
争
蔑
9
7
へ
第

五
回
）
開
催

二
、
同
二
〇
日
「
ピ
ー
ス
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
よ
こ
は
ま
（
以
下
P
M

Y
と
略
ご
実
行
委
員
会
に
出
席

三
、
同
二
四
日
T
B
S
「
こ
こ
が

知
り
た
い
」
で
地
下
壕
放
映

四
、
同
二
六
日
「
P
M
Y
」
事
務

局
会
に
出
席

五
、
七
月
七
日
地
下
壕
入
口
の
地

主
の
代
理
人
の
方
か
ら
マ
ン
シ
ョ

ン
計
画
に
伴
う
道
路
図
面
を
受
け

取
る
地
下
壕
入
口
に
か
か
ら
な
い
よ
う

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
築
さ
れ
る
横
様

六
、
同
八
日
戦
争
展
か
な
が
わ
第

四
回
実
行
委
員
会
骨
出
席

七
、
同
一
三
日
「
稲
田
郷
土
史
会
」

に
よ
る
見
学
会
二
〇
名
参
加

八
、
同
」
五
日
「
P
M
Y
」
事
務

局
会
に
出
席

九
、
同
一
九
日
「
P
M
Y
こ
実
行

委
員
会
で
赤
煉
瓦
倉
庫
見
学
会

一
〇
、
同
二
O
～
二
一
日
「
戦
跡

保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
　
「
戦

跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
廠

称
）
結
成
大
会
」
に
寺
田
、
酒
井
、

壱
岐
が
出
席

一
一
、
同
二
二
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加
し
た
沖
縄
の
人
へ
四
名
）

の
地
下
壕
見
学
会
、
読
売
新
聞
記

者
同
行
計
七
名
参
加

一
二
、
同
二
五
日
港
北
区
民
会
議

地
域
懇
談
会
で
日
吉
台
地
下
壕
保

存
の
た
め
の
調
査
費
の
予
算
計
上

を
要
望

一
三
日
、
岡
二
九
日
慶
大
小
松
理

事
と
験
島
会
長
、
東
郷
副
会
長
の

非
公
式
会
談

一
四
、
同
三
一
日
「
P
M
Y
」
事

務
局
の
横
浜
市
史
編
集
室
見
学
会

一
五
、
八
月
三
日
豊
島
学
院
高
校

生
徒
に
よ
る
見
学
会
六
名
参
加
、

朝
日
新
聞
記
者
同
行

一
六
、
同
六
日
テ
レ
ビ
朝
日
取
材
、

一
五
日
一
七
時
よ
り
ス
ー
パ
ー
J

に
て
放
映
予
定

一
七
、
同
六
日
「
P
M
Y
L
主
催

「
戦
争
体
験
を
語
る
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
約
六
〇
名
参
加
（
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
タ
ワ
ー
二
二
倍
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
よ
こ
は
ま
」
に
て
開
催
）

一
八
、
同
六
日
読
売
新
闘
「
語
り

継
ぐ
夏
」
に
地
下
壕
掲
載
さ
れ
る

一
九
、
同
七
日
神
奈
川
新
聞
に
六

日
の
「
P
M
Y
』
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る

議
事
保
存
の
会
の
運
営
に
つ
い
て

＊
出
席
幹
事
が
こ
れ
ま
で
の
や
り

方
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
や
意
見
を

一
。
人
づ
つ
述
べ
合
っ
た

＊
運
営
委
員
会
と
幹
事
会
を
一
本

化
し
て
は
の
声
あ
り

＊
寺
田
事
務
局
長
の
定
年
後
の
慶

応
と
の
か
か
わ
り
方
な
ど

平和のための戦争展かながわ
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平和のための戦争展かながわ
語り継ごう戦争を・‥…「憲法施行50周年」の、いま

明治憲法のもと、15年にわたったア

ジア太平洋戦争で日本軍が殺した人びと

は2千万人を超えました。

戦争を放棄し、軍隊と交戦権をもたな

いとはっきりうちだした平和憲法のもと、

50年間に日本軍（自衛隊という名の）

が殺した人びとはゼロでした。この事実

を私たちほ大切にしたい。今年のr戦争

展jほ、戦争の時代に学校やこどもたち

がどんな状況に置かれていたのか、こど
もの人権や個権を大切にする憲法・教育

基本法”こどもの権利条約がしめすとこ

ろと、どんなにかけはなれたものであっ

たかを見つめます。

【オープニング】「29日（金）午後2：30分」
●あいさつ　実行委員長弓削　達（元フェリス女学院大学学長）

●講　演　小川武満（平和遺族会全国連絡会代表）

【おはなし】「30日（土）午後2：00分」

●山中　恒（児童読物作家）

8月29日（金）～8月31日（日）

午前10：0O～19：00
（但し最終日31日は年後5時まで）

鎌倉芸術館ギャラリー 入場無料
（J R大船駅東口徒歩10分）裏面地図参照

◆パネル展示◆特設会場でビデオ上映・朗読劇「鳩の空をとぶ」上演など
高校生の作品展示、クイズコーナー、感想文募集

闘97平和のための戦争展かながわ実行委員会／T乱045（212）5855／FAXO45（212）5745
闘　神奈川県　神奈川県教育委員会　鎌倉市　神奈川新開　朝日新聞　読売新聞　毎日新聞

東京新聞　テレビ神奈川　料HK g感受車C号コイユがながわ
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川崎”横浜平和のための戦争展会計報告をいたします〇

収入の部

前回繰越金：　29928
賛同金：　236800
プレイベント参加費：

3　7　500

資料代：　　　9400
書籍売上からの手数料：

3296‘0

カンパ：　124554
｛t
471141

川崎市からの補助金、：
50ノ000i

計　521141

支出の部

場所代：　　　　55620
運営費：　　　　97030
事務通信：　　　23088
印刷：　　　　　40030
材料費：　　　　20713
謝礼：　　　173680
交通費：　　　　76488

計　486649

次息農地金2。調整且AA＿旦且

ありがとうございました。


